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9:45 10:15 松戸市役所へ移動

10:15 11:15 学生相互インタビュー インタビューシートを使ってインタ
ビューの練習

11:15 11;30 松戸市役所出発　（徒歩）

11:30 12:00 インタビュー

１．アトリエミルクル
　　場所:同上
　　担当者:鈴木さん
２．株式会社まちづクリエイティブ
　　場所:同上
　　担当者:未定
３．青年会議所
　　場所:松戸市役所
　　担当者:松本さん、大谷さん

12:15 13:00 昼食（定食　おたふく）

13:00 13:30 移動（徒歩）

13:30 14:30 戸定歴史館 戸定邸(とじょうてい)は国指定重要文
化財。
現地ガイドさんの説明を聞きながら
見学します。

14:40 14:50 移動（車）

14:50 15:20 21世紀の森と広場

麗澤大学に戻る

時間 行き先 備考

目　的
松戸市民の方に一人ひとりの思いをインタビューでお聞きし、松戸市民のシビック
プライドを醸成するため、PR方法を考えます。

コース紹介

広報だってＰＲだって頑張っている松戸。子育てしやすいまちランキング２位で，
ＮＰＯの活動も盛んで，治安も良くなってきて…良いところが沢山あって，努力も
しているのに，なかなか市民に伝わらないのは何故なのか！
松戸コースは市民が松戸を好きになる方法を考えます。

フィールドワーク

16:10 インタビュー・現地調査結果の共有

15:20

松戸コース
『松戸PR～私のことは嫌いになっても、松戸のことは嫌いにならないでください～』
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Ａチーム 『ラーメンカーニバル』

2 紫藤　さん

1 菅原　さん

1 諏佐　さん

3 豊後　さん
メンバー

聖徳大学

聖徳大学

麗澤大学

麗澤大学

発表内容
若者が集まりやすいまちのイメージを定着させるため，若者をターゲットにした
『ラーメンカーニバル』を開催する。生産量日本１のねぎ，キャベツを使用し地産
地消も同時にＰＲする。
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酉田　さん

日高　さん聖徳大学

鈴木　さん東洋学園大学

2

2麗澤大学

メンバー
1

発表内容

フィールドワークで実施したインタビュー結果から，市民の無関心層をターゲット
に，まちに関心を持つ第一歩としてMatsudo Community Styleを提案。関心を
抱き将来的にまちを好きになってもらえるよう，市民祭りの開催や情報サイトを提
案した。

Ｂチーム

パク　さん

中央学院大学

『私のことは嫌いでも、松戸のことは嫌いにならないでください！』

3



活動の様子

講　評
江戸川大学
濱田教授

Aチームは若者ならではの着眼点のイベントの提案となってい
たが、さらに具体的な内容を盛り込むとより良い発表となっ
た。
Bチームは、プロデュース案をもとに新しい松戸のコミュニ
ティスタイルを提案してほしい。

まちなかを散策

グループワークの前に
アイスブレーク


